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田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
、暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、各
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
設
置
や
補
助
金
の
交
付
を
行
う
と
と
も
に
、文
書
配
布
や

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
な
ど
の
業
務
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
依
頼
し
、市
民
協

働
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、「
地
区
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
校
区（
小
学
校

単
位
の
地
区
自
治
会
の
連
合
組
織
）」、小
学
校
区
内
の
す
べ
て
の
地
区
自
治
会
と
各
種
団
体
・

行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
三
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
連
絡
・
調
整
を
行
う
た
め
に
、『
田※

原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
』が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。※
平
成
23
年
度
か
ら
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。（
平
成
22
年
度
ま
で
の
名
称
は「
総
代
会
」）

　

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
、連
合
会
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
地
区
自
治
会
の

代
表
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。地
域
み
ん
な
で
協
力
し
て
、暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。（
名
簿
は
敬
称
略
）

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

◦会長
山田憲一

（童浦校区）

◦副会長
川崎政夫

（福江校区）

◦副会長兼会計
伊藤明宣

（若戸校区）

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

山
田
憲
一

吉
胡
区
自
治
会	

	

鈴
木
孝
幸

木
綿
台
区
自
治
会	

	

寺
島
祥
司

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

三
浦
一
秋

浦
区
自
治
会	

	

太
田
春
三

西
浦
区	

	
	

柴
田
　
洋

波
瀬
区	

	
	

立
岩
孝
秋

姫
見
台
自
治
会	

	

荒
木
藤
治

片
浜
自
治
会	

	

小
林
保
廣

白
谷
区	

	
	

打
樋
為
義

光
崎
区	

	
	

彦
坂
保
幸

片
西
自
治
会	

	

山
田
忠
史

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

眞
木
良
典

巴
江
町
内
会	

	

加
藤
武
紀

一
番
東	

	
	

清
水
　
徹

一
番
西	

	
	

伴
　
　
充

三
番
組	

	
	

山
本
俊
彦

四
番
組
東	

	

加
藤
喜
和
雄

四
番
組
西	

	

髙
久
新
一

四
番
組
南	

	

小
原
圭
尓

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

坪
井
敏
司

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

髙
崎
雅
史

萱
町
町
内
会	

	

杉
浦
教
夫

萱
町
一
区	

	

藤
江
由
髙

萱
町
二
区	

	

杉
浦
教
夫

萱
町
三
区	

	

伊
藤
明
弘

本
町
自
治
会	

	

別
所
克
巳

新
町
町
内
会	

	

大
久
保
敎
夫

◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

鈴
木
海
司

加
治
区
自
治
会	

	

蔦
木
洋
臣

衣
笠
町
内
会	

	

伊
藤
朝
一

八
軒
家
町
内
会	

	

鳥
居
洋
弌

藤
七
原
町
内
会	

	

金
田
幸
博

鎌
田
町
内
会	

	

藤
沢
泰
信

東
滝
頭
地
区	

	

朝
倉
義
夫

赤
石
自
治
会	

	

大
場
　
徹

地
域
活
動
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

田原市
地域コミュニティ連合会

連合会長
校区会長
地区自治会長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

井
上
常
雄

長
上
区	

	
	

中
村
行
秀

久
美
原
区	
	

大
河
美
仁

浜
田
区	

	
	

西
山
法
久

百
々
区	
	

	

谷
川
尚
良

新
浜
自
治
会	

	

花
井
博
文

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
雄
三

川
岸
町
内
会	

	

大
岩
裕
二

漆
田
一
区	

	

長
澤
善
樹

漆
田
二
区
自
治
会	

	

鈴
木
吉
之

漆
田
三
区
自
治
会	

	

押
田
美
代
四

東
赤
石
自
治
会	

	

片
桐
　
孝

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

鈴
木
孝
典

市
場
区	

	
	

三
浦
道
行

青
津
区	

	
	

鈴
木
辰
也

希
望
が
丘
自
治
会	

	

髙
柳
尚
弘

赤
松
区	

	
	

藤
井
勝
夫

志
田
区	

	
	

仲
井
孝
充

新
美
区	

	
	

伊
藤
尚
弘

南
町
区	

	
	

大
谷
弘
隆

谷
ノ
口
区	

	

水
谷
昌
彦

東
ヶ
谷
区	

	

大
羽
光
久

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
善
弘

大
草
地
区	

	

牧
野
長
春

大
草
団
地
地
区	

	

楠
田
尚
彦

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

志
手
一
光

相
川
自
治
会	

	

鈴
木
均
昇

谷
熊
自
治
会	

	

酒
井
克
美

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

安
藤
忠
昭

豊
島
自
治
会	

	

村
上
　
誠

御
殿
山
自
治
会	

	

天
野
澄
男

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

中
神
正
篤

大
久
保
区
自
治
会	

	

中
神
正
篤
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消防団長
今泉 隆一

消防副団長
榊原 源一

消防副団長
宮本 智弘

消防副団長
杉原 正仁

地域の安心・安全を守る

消防団の役員さんをご紹介します

◦消防団長
榊原源一

◦消防副団長
瓜生陽一

◦消防副団長
中村一徳

◦消防副団長
石川　易

◦東部分団
分団長 森下嘉之
副分団長 内海健司

◦神戸分団
分団長 藤井洋全
副分団長 寺田哲大

◦南部分団
分団長 中神幸紀
副分団長 安田弦矢

◦野田分団
分団長 加藤　雅
副分団長 鋤柄純一

◦中部分団
分団長 山﨑充弘
副分団長 鈴木康仁

◦童浦分団
分団長 藤城利仁
副分団長 山田左門

◦赤羽根分団
分団長 杉原　斉
副分団長 光部智久
副分団長 鈴木俊博

◦泉分団
分団長 伊藤宏典
副分団長 渡辺賢司

◦福江分団

分団長 黒崎真也　
副分団長 山本陽介
副分団長 荒木正太
副分団長 森下雅文

◦伊良湖岬分団
分団長 葉山智昭
副分団長 大藤　勲
副分団長 齋藤靖人

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域
で救助・救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23局4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

河
邉
寿
夫

芦
自
治
会	

	

伊
藤
　
敦

南	
	

	

白
井
靖
弘

彦
田	

	
	

河
合
貞
夫

雲
明	

	
	

山
口
嘉
都

保
井	

	
	

渡
邉
芳
一

東
馬
草	

	
	

渥
美
典
幸

山
ノ
神	

	
	

吉
岡
正
一

西
馬
草	

	
	

林
　
俊
信

今
方	

	
	

小
久
保
利
和

北
海
道	

	
	

鵜
飼
智
温

市
場	

	
	

河
合
直
樹

仁
崎	

	
	

河
邉
秀
嗣

ほ
る
と
台	

	

黒
谷
秀
典

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

光
部
利
秀

高
松
区	

	
	

光
部
利
秀

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

夏
目
尅
佑

赤
東
区	

	
	

小
林
雅
剛

赤
中
区	

	
	

伊
藤
庸
一
郎

赤
西
区	

	
	

鈴
木
信
次

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

伊
藤
明
宣

池
尻
区	

	
	

杉
原
庄
一

若
見
区	

	
	

大
場
三
四
郎

越
戸
区	

	
	

伊
藤
茂
紀

◆
和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	
	

藤
井
幸
太
郎

和
地
一
色
自
治
会	
	

影
山
　
徹

和
地
自
治
会	
	

河
合
哲
志

土
田
自
治
会	

	

太
田
一
幸

◆
堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

髙
瀬　

勲

堀
切
自
治
会	

	

髙
瀬
幸
治

小
塩
津
自
治
会	

	

中
村
政
春

◆
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

小
久
保
健
一

伊
良
湖
自
治
会	

	

藤
原
裕
泰

日
出
自
治
会	

	

小
久
保
郁
夫

◆
亀
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

山
本
達
夫

亀
山
自
治
会	

	

井
本
和
義

西
山
自
治
会	

	

石
原

男

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

髙
須
顕
示

中
山
自
治
会	

	

荒
木
孝
明

小
中
山
自
治
会	

	

上
村
芳
久

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

川
崎
政
夫

長
沢
自
治
会	
	

小
林
広
茂

福
江
自
治
会	
	

宮
川

洋

保
美
自
治
会	

	

藤
井
伸
夫

向
山
自
治
会	

	

片
山
久
広

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

大
岩
宗
司

山
田
自
治
会	

	

高
橋
信
利

高
木
自
治
会	

	
木
村
康
一

折
立
自
治
会	

	
鈴
木
正
彦

古
田
自
治
会	

	

栁
原
悦
男

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

鈴
木
昌
弘

宇
津
江
自
治
会	

	

榊
原
　
剛

江
比
間
自
治
会	

	

下
村
俊
秀

八
王
子
自
治
会	

	

樅
山
賢
一

村
松
自
治
会	

	

河
合
賢
一

馬
伏
自
治
会	

	

神
谷
宣
裕

伊
川
津
自
治
会	

	

永
田
公
香

石
神
自
治
会	

	

藤
村
　
圴

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

小
川
浩
志

（敬称略）

▪地域活動に、ご協力ください。
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1４
月
９
日（
月
）、田
原
市
と
宮
田
村

（
長
野
県
上
伊
那
郡
）は
、災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
の
た

め
、田
原
市
役
所
で
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、平
成
11
年
11
月
９
日
に

締
結
し
、両
市
村
の
友
好
都
市
提
携
の
理

念
に
基
づ
き
、災
害
時
に
お
け
る
相
互
援

助
の
応
援
体
制
を
確
立
す
る
も
の
で
す
。

相
互
援
助
の
応
援
体
制
を
確
立

宮
田
村
と
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

　

地
震
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、相
互
に
応
援
し
、応
急
対
策
お

よ
び
復
旧
対
策
を
円
滑
に
遂
行
し
ま
す
。

　

東
海
地
方
は
、東
海
地
震
、東
南
海
地
震

な
ど
の
大
規
模
地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
地
域
で
す
。ま
た
、台
風
や

突
発
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
は
、全

国
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
、毎
年
の
よ
う

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
本
市
で

は
、地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
が
、ま
た
、

山
々
に
囲
ま
れ
た
宮
田
村
で
は
、大
雨
な

ど
に
よ
る
鉄
砲
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被

害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、応
急
復
旧
に
必

要
な
食
料
や
水

の
提
供
、職
員

の
派
遣
、児
童

生
徒
そ
の
他
被

災
者
の
一
時
受

入
れ
な
ど
の
応

援
体
制
が
確
立

さ
れ
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課

23
局
３
５
４
８

先進事例調査・研究事業の提案を
募集します
　田原市総合計画に位置付けられた施策の推進と、
市政に対する「市民参加と協働」の拡大を目的として、
市民（在勤者を含む）と行政が共同で実施する国内
先進地視察に係る旅費を負担する﹃田原市先進地事
例調査・研究事業﹄の提案募集を行います。
　詳細は田原市ホームページまたは政策推進課で
ご確認ください。

▷対象事業　　
市民と市職員のグループ（2 ～ 5 名程度）が、市の課
題解決を目的として実施する国内先進地視察（1 泊 2
日以内）

▷対象経費　　
対象事業に係る旅費（上限 1 人当たり原則 4 万円）

▷申請手続き　
田原市先進事例調査・研究事業申請書を政策推進課へ
提出（様式は田原市ホームページからダウンロード可）

▷申請期限　　
6 月 29 日（金）必着

▶政策推進課☎ 23 局３５０７
　　　　　　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/

▲調印を交わす鈴木市長（左）と清水村長

▲異なる自然環境の両市村

◉宮田村との交流の経緯
◦昭和 28 年ごろ、吉胡地区の青

年会が伊那市西部地区の青年
会との交流を開始

◦昭和 55 年ごろ、一時中断して
いた吉胡地区と宮田村南割地
区で交流を再開

◦平成９年、田原町と宮田村単
位に交流が拡大

◦平成 10 年、「りんごの木オー
ナー」の募集開始。サンテパ
ルク農業祭で「宮田村物産展」
を、宮田村こまゆき荘祭で「田
原町物産展」を開催

◦平成 11 年 11 月９日、「友好
提携調印式」を開催

◦平成 17 年、お互いの市村の広
報紙を利用し、住民への情報
提供のための相互掲載を開始

　現在も、毎年お互いの地域で
物産展やお祭りなどを通じて、
さらなる地域間交流を図ってい
ます。
▷政策推進課
☎ 23 局３５０７

◦宮田村 ◦田原市
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◦
活
動
の
支
援

　

市
は
、
計
画
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

な
か
で
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
生

涯
学
習
活
動
の
成
果
が
、
よ
り
地
域
に
還

元
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
学
び
を
支
援
し

ま
す
。　

　

な
お
、
計
画
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

↓
各
種
計
画
）

▼
生
涯
学
習
課

23
局
３
５
３
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

2
　

田
原
市
で
は
、平
成
22
年
３
月
に「
田
原

市
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
策
定
し
、21
世

紀
を
生
き
抜
く
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回「
田
原
の
人
づ
く
り
」を
よ
り
効
果

的
に
進
め
る
た
め
、人
づ
く
り
を
生
涯
学

習
の
視
点
か
ら
捉
え
、市
民
一
人
ひ
と
り

の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る
た
め
、「
田

原
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」を
定
め
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦
計
画
の
目
指
す
姿

︽
基
本
理
念
︾

＂
ふ
る
さ
と
に
学
び

　
　
　
　

人
が
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

田
原
の
人
づ
く
り
＂

❖
本
市
の
自
然
や
歴
史
・
伝
統
文
化
を
大

事
に
し
た
﹁
田
原
の
人
づ
く
り
﹂
を
推

進
し
ま
す
。

❖
市
内
全
体
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
活
用
す
る
﹁
ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
教

育
﹂
を
推
進
し
ま
す
。

❖
地
域
社
会
全
体
が
協
働
し
、
人
と
の
か

か
わ
り
を
重
視
し
た
﹁
人
が
つ
な
ぐ
教

育
﹂
を
推
進
し
ま
す
。

︽
推
進
の
視
点
︾

　

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
生
涯
学

習
の
視
点
を
４
つ
に
整
理
し
﹁
学
び
を
通

じ
た
絆
づ
く
り
﹂
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

学
べ
る
環
境

づ
く
り

❷
地
域
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上

❸
学
び
の
還
元

❹
生
き
が
い
・
心
の
豊
か
さ
の
実
現

◦
生
涯
学
習
︵
学
び
︶
と
は

　

一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
の
人
格
を
磨

き
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
、
自
分
自
身
に
適
し
た
手
法
や
手
段

で
、
生
涯
を
通
じ
て
行
う
学
び
の
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

◦
計
画
の
実
現
に
む
け
て　

　

学
び
の
一
番
の
実
践
者
で
あ
る
市
民
本

人
が
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
主
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
社
会
全
体

の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
各
実
施

主
体
が
連
携
・
協
力
し
、
絆
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
学
び
を
通
じ
た
絆
づ
く
り
～

田
原
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定

これからの生涯学習

◎まちづくり　◎生きがい・楽しさ
◎人づくり　　◎交流・触れ合い

︵
学
習
活
動
の
効
果
︶

●
社
会
貢
献
に
つ
な
ぐ
活
動

　︵
個
人
で
の
活
動
︶

　
︵
団
体
・
地
域
等
で
の
活
動
︶

●
自
己
表
現
に
つ
な
ぐ
活
動

　︵
個
人
で
の
活
動
︶

　
︵
団
体
・
地
域
等
で
の
活
動
︶

︵
学
習
活
動
の
種
類
︶

・家庭教育  ・地域づくり  ・学校教育
・スポーツ  ・環境保全    ・社会教育
・文化芸術  ・青少年健全育成　など

︵
市
民
の
活
動
分
野
︶
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3
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

平
成
22
年
度
の
財
務
諸
表
を
公
表

市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
や
す
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、国
が
推
奨
す
る

「
新
地
方
公
会
計
制
度
基
準
モ
デ
ル
」に
基

づ
い
て
、市
や
土
地
開
発
公
社
、第
３
セ
ク

タ
ー
な
ど
の
関
連
６
団
体
を
含
め
た
連
結

ベ
ー
ス
で
財
政
状
況
を
表
し
た「
財
務
諸
表

４
表
」を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、資

産
・
負
債
の
状
況
や
、現
金
支
出
以
外
の
コ

ス
ト
情
報
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

︽
連
結
会
計
の
主
な
指
標
︾

₁
純
資
産
比
率
＝
83
・
８
％

　

＊
純
資
産
合
計
㋐
÷
総
資
産
合
計
㋑

　

純
資
産
の
う
ち
、返
済
義
務
の
な
い
資
産

の
割
合
を
示
す
。企
業
の
自
己
資
本
比
率
に
相

当
。高
い
ほ
ど
将
来
世
代
の
負
担
が
少
な
い
。

₂
安
全
比
率
＝
50
・
７
％

　

＊（
純
資
産
㋐
ー
イ
ン
フ
ラ
資
産
㋒
）

　
　

÷（
総
資
産
㋑
ー
イ
ン
フ
ラ
資
産
㋒
）

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
価

値
ゼ
ロ
と
し
て
考
え
た
場
合
の
純
資
産
比
率
。

₃
市
民
１
人
当
た
り
市
債
残
高
＝
62
・
５
万
円

　

＊
市
債
残
高（
Ⓐ
＋
Ⓑ
）÷
人
口（
64
・
９
千
人
）

　

貸
借
対
照
表
に
お
け
る
負
債
の
う
ち
、市
民

１
人
当
た
り
の
市
債
残
高
。

❖
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　

会
計
年
度
末
に
お
け
る
市
の
資
産
と
、

そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
で
ま
か

な
っ
て
き
た
か
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
す
。左
側
に
資
産
を
示
し
、右

側
に
負
債（
将
来
世
代
が
負
担
）お
よ
び
純

資
産（
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
）を
示
し

て
い
ま
す
。

❖
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

市
の
経
常
的
な
活
動
に
伴
う
コ
ス
ト

と
、使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
収
入
を
示
す

も
の
で
す
。経
常
費
用
か
ら
経
常
収
益
を

差
し
引
い
た
も
の
が
、当
該
年
度
の
純
行

政
コ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。

❖
純
資
産
変
動
計
算
書

　

純
資
産
が
、年
度
内
に
ど
の
よ
う
な
財

源
や
要
因
で
増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

❖
資
金
収
支
計
算
書

　

現
金
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
、収
支
を

性
質
に
応
じ
て
区
分
す
る
こ
と
で
、市
が

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
か
を
表
し
ま
す
。

▼
財
政
課
☎
23
局
３
５
９
１

資産の部 負債の部
１　資金・債権 １　流動負債
　（１）資金 42.9 　（１）翌年度償還予定市債 Ⓐ 34.2
　（２）債権（未収金など） 18.8 　（２）その他 5.6
２　有価証券・投資等 ２　固定負債
　（１）有価証券 0.9 　（１）市債 Ⓑ 371.7
　（２）出資金 1.6 　（２）退職手当引当金等 69.5
　（３）基金・積立金 137.1 　（３）その他 34.7
　（４）その他投資 0.2 負債合計 515.7
３　非金融資産 純資産の部
　（１）事業用資産（学校・庁舎など） 845.1 純資産合計 ㋐ 2669.2　（２）インフラ資産（道路・公園など）㋒ 2138.3

資産合計 ㋑ 3184.9 負債・純資産合計 3184.9

経常費用 ① 389.5
１　人にかかるコスト
　　　 人件費 67.1
２　物にかかるコスト
　（１）物件費・経費 71.2
　（２）減価償却費 28.8
　（３）維持補修費 7.9
３　移転支出的なコスト
　（１）補助金等 176.0
　（２）社会保障関係費等 29.1
　（３）その他の移転支出 0.8
４　その他のコスト
　       公債費（利払）等 8.6
経常収益（使用料・手数料など）② 30.0

純行政コスト ①ー② 359.5

内訳
期首純資産残高 2742.7

減少要因
　純行政コスト － 359.5
　その他の減少費用 － 192.4
増加要因
　税収 154.1
　社会保険料 36.9
　移転収入（国・県補助金など） 171.0
　その他の財源調達 116.4

期末純資産残高 2669.2

内訳
期首資金残高 ① 41.8

１　経常的収支
　税収、国・県補助金など 41.0
２　資本的収支
　上下水道・学校等整備費など － 24.9
３　財務的収支
　公債費など － 15.0

当期収支 ② 1.1
期末資金残高 ①＋② 42.9

▪貸借対照表

▪行政コスト計算書▪純資産変動計算書▪資金収支計算書

（注）記載金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合
があります。

金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

金額（億円） 金額（億円）

平成24 年5月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │



　

市
の
業
務
や
制
度
、歴
史
・

文
化
な
ど
に
関
す
る
情
報
を

出
前
講
座「
市
政
ほ
ー
も
ん
講

座
」で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

︽
申
込
方
法
︾

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

市
内
の
団
体︵
地
域
組
織
・
事

業
所
も
可
︶

◦
開
催
場
所
＝
申
込
団
体
で
用
意

◦
開
催
日
時
＝
希
望
日︵
土
・
日

曜
、祝
日
も
可
／
た
だ
し
午
前

９
時
～
午
後
10
時
︶

◦
講
座
内
容
＝
下
記
テ
ー
マ
一
覧

◦
申
し
込
み
＝
開
催
希
望
日
の
20

日
前
ま
で
に
、申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、広
報
秘
書

課
へ
提
出︵
Ｅ
メ
ー
ル・Ｆ
Ａ
Ｘ
可
︶

　

※
申
込
書
は
広
報
秘
書
課
、渥

美
支
所
、赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
の
ほ
か
、各
校
区
の
市
民

館
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://w

w
w

.

city.tahara.aichi.jp/

︶か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

番号 講　座　名 講　座　内　容
1 ２兆円の臨海工業地帯 市の臨海工業地帯の紹介
2 他のまちとの交流 市の国際・国内交流、姉妹・友好都市など
3 秘書の仕事 市長・副市長の秘書の仕事など
4 田原市に住む外国人 市内の在住外国人数の動向や支援事業など
5 広報こぼれ話 広報活動に関する仕事内容やエピソードなど
6 選挙のしくみ 選挙制度や選挙の要件など
7 情報セキュリティへの取り組み 情報センター・情報メディア・情報セキュリティの紹介など
8 目指しています！サービス向上と効率の良い組織 職員の資質向上や組織の効率化について
9 田原市の台所・財産 市の予算の概要や財政状況、財産について

10 市民協働によるまちづくりとは？ 市民協働まちづくり条例・まちづくり方針、地域コミュニティ・ＮＰＯ支援策など
11 男女共同参画ってなぁに？ 男女共同参画施策、男女共同参画推進プラン、市内の取り組みなど
12 みんなの交通安全 幼児・若者・一般・高齢者の各世代の交通安全講習
13 防犯してますか？ 犯罪発生状況、犯罪防止の心構え、被害にあったときの対処法など
14 いつまでも丈夫で元気で過ごしましょう＆保険制度 疾病の早期発見・重症化の予防、国民健康保険・後期高齢者医療制度など
15 取り組もう！エコエネルギー・省エネルギー 太陽光・風力発電事業、家庭の新エネルギー・省エネルギーなど
16 菜の花エコプロジェクトって何？ 菜の花エコプロジェクトの紹介・学習
17 ごみの分別 ごみの分別、リサイクルの推進
18 障害者福祉 障害者福祉サービスなど
19 介護保険と高齢者福祉 介護保険・高齢者福祉サービス、介護・認知症予防など
20 子育て支援 子育ての不安・負担の解消、母子・父子家庭の自立支援について
21 子どもの周囲は禁煙に 子どもをたばこの害から守るための取り組みや禁煙・分煙などの推進について
22 子育ての今と昔 地域みんなで子育てサポートをするための今の子育て事情を紹介
23 野菜をおいしくふるまい隊 簡単においしく野菜を食べるコツなど生活習慣予防の取り組みを紹介
24 田原福祉専門学校ってどんなとこ？ 田原福祉専門学校の概要やカリキュラム、公開セミナーなど
25 日本一の田原の農業 農業産出額日本一の田原の農業について
26 サンテパルクってどんなとこ？ サンテパルクたはらの施設・体験教室・イベントなど
27 農地の有効利用について 自分で管理できない農地の有効利用方法など
28 耕作放棄地解消のための補助制度 耕作放棄地を再生し、経営規模を拡大するための補助制度について
29 田原市の観光 市の観光施設、観光地、歴史など
30 消費者トラブル対策 消費者トラブルの現状・対策など
31 東三河の大事な道路 東三河の市町村を結ぶ主要な幹線道路網と田原市のつながりなど
32 狭くてゆとりのない道路の解消 住宅の建設時にセットバック部分を市が買収し、狭い道路を改善する制度
33 みちづくり 道路の計画・設計から工事までを紹介
34 かわづくり 河川の計画・設計から工事までを紹介
35 まちなか再生 三河田原駅周辺整備、中心市街地の道路計画など
36 あなたの力で守る新しい里山 里山保全のアドバイス、“緑”が持つ効用など
37 誰でもできる、バリアフリーの街づくり 人にやさしい街づくりの紹介
38 いのちを守る家づくり 家屋の耐震診断や耐震改修など
39 水の役割 水が飲料水になる仕組み、緊急時の飲料水確保など
40 水道水のトラブル解消法 工事による断水対応や給水栓異常の原因と対策
41 川や海をきれいに 下水道の役割と仕組み 公共下水道・農業集落排水施設の役割や仕組み、整備予定など
42 ニュースポーツやってみませんか？ 誰でも楽しめる「タスポニー」「キンボール」などの体験
43 田原市総合型地域スポーツクラブってなぁに？ 運動経験のない方でも気軽に楽しめるクラブについて
44 ふるさとに学ぼう田原を築いたふるさとの偉人 現在の田原市を作った偉人たちの知恵や努力などを紹介
45 渥美半島の歴史 渥美半島の歴史について
46 渥美半島の自然 「豊かな自然が残された渥美半島」を紹介
47 渥美半島に残る戦争遺跡 陸軍伊良湖射場関連施設や太平洋戦争時の各種陣地など戦争遺跡を紹介
48 渡辺崋山の生涯 田原を代表する幕末の偉人、画家・蘭学者・田原藩士、渡辺崋山について
49 岡田虎二郎の言葉 人間本来の自然体形と静坐法を創案した岡田虎二郎について
50 明治以降の田原 時代順による各地域の歴史の紹介
51 田原を走る渥美線と渥美に残る「まぼろしの渥美線」まぼろしとなった路線の歴史などを紹介
52 図書館を暮らしに活かす 図書館の歴史・活動・資料・施設を紹介
53 議会の仕組みと運営 市議会の仕組み・活動内容の紹介
54 監査の仕事 監査の概要、その役目など
55 予想される巨大地震 家庭で役立つ地震災害に対する基礎知識、市の防災対策など
56 渥美半島における津波の脅威について 地震映像などを通じ、東海・東南海地震の津波被害を予想
57 巨大地震があなたの地区を襲う！ どうすれば被害を軽減できるか、地図などで検証
58 防火教室・消火訓練 火災予防の方法・火災への対応、消火訓練など
59 救急法講習会 心肺蘇生法・包帯法・止血法・骨折の固定法・搬送法などの講習

◉「市政ほーもん講座」テーマ一覧

　

あ
な
た
の
地
域
へ 

市
政
情
報
を
お
届
け
！

市
政
ほ
ー
も
ん
講
座

陸軍伊良湖射場関連施設や太平洋戦争時の各種陣地など戦争遺跡を紹介
田原を代表する幕末の偉人、画家・蘭学者・田原藩士、渡辺崋山について
人間本来の自然体形と静坐法を創案した岡田虎二郎について

家庭で役立つ地震災害に対する基礎知識、市の防災対策など

心肺蘇生法・包帯法・止血法・骨折の固定法・搬送法などの講習

市職員が
わかりやすく
ご紹介します。
ぜひ、ご活用
ください。

●申し込み先
▶広報秘書課
☎ 22 局 0138
　 23 局 1691
　 koho@city.
tahara.aichi.jp※�は消防課☎ 23 局 4074　　23 局 0180 へ、�は消防署☎ 23 局 4075　　23 局 2440 へお申し込みください。
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

3

4

　

田
原
市
戦
没
者
追
悼
式
が
田
原
市
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。平
和
の
意
義
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、市
の
主
催
に
よ
り
無
宗
教
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
の
式
典
。遺
族
の
方
な
ど
約

６
０
０
名
が
参
列
し
、２
２
２
７
柱
の
英
霊
に
黙

と
う
や
献
花
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
の
尊
さ

い
つ
ま
で
も

４
月
12
日［
木
］

▲追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長

［
功
労
賞
﹂

▼
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
／
高
橋
信の
ぶ
お夫
さ
ん（
向
山

町
）

▼
文
化
の
振
興
に
貢
献
／
竹
内
光み
つ
お夫
さ
ん（
加
治
町
）、

伊
藤
長ち
ょ
う
こ子
さ
ん（
田
原
町
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
／
渥
美
昌あ
き
ひ
こ彦
さ
ん（
野
田

町
）、鵜
飼
直な
お
ゆ
き行
さ
ん（
保
美
町
）、紅
林
直な
お
き樹
さ
ん（
田
原

町
）、中
神
明あ
き
お夫
さ
ん（
高
松
町
）、長
井
計け
い
し司
さ
ん（
田
原

町
）、玉
木
勝か
つ
と
し利
さ
ん（
赤
羽
根
町
）

［
殊
勲
賞
﹂

▼
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
陸
上
競
技
大
会「
男
子
Ｃ
１
０
０
Ｍ
」

３
位
／
和
田
瑞み
ず
き輝
く
ん（
田
原
町
）

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会「
陸
上
競
技
男
子
走

幅
跳
」６
位
／
鈴
木
舜し
ゅ
ん
や也
さ
ん（
小
塩
津
町
）

▼
愛
知
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
１「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
」優
勝
／
大
羽
喜よ
し
お夫

さ
ん（
芦
町
）、藤
井
房ふ
さ
こ子
さ
ん（
野
田
町
）、坂
田
孝た
か
こ子
さ

ん（
野
田
町
）、河
合
善よ
し
あ
き昭
さ
ん（
野
田
町
）、富
田
明あ
き
は
る治
さ

ん（
野
田
町
）

▼
中
部
実
業
団
駅
伝
優
勝
、全
日
本
実
業
団
駅
伝
４
位

／
松
本
賢け
ん
た太
さ
ん
、ジ
ョ
ン
・
ツ
ォ
ー
さ
ん
、宮
脇
千ち
ひ
ろ博

さ
ん
、尾
田
賢よ
し
の
り典
さ
ん
、熊
本
剛た
け
しさ
ん
、大
石
港み
な
と与
さ
ん
、

高
林
祐ゆ
う
す
け介
さ
ん
、伊
藤
祐ゆ
う
や哉
さ
ん
、内
田
直た
か
ま
さ将
さ
ん（
す

べ
て
浦
町
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
陸
上
長
距
離
部
）

　

田
原
市
社
会
教
育
表
彰
が
市
役
所
講
堂
で
行
わ

れ
、社
会
教
育
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
９
名
の
方
に
功
労
賞
が
、大
会
な
ど
で
活

躍
さ
れ
た
16
名
の
方
に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

（
氏
名
順
不
同
）

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
・
貢
献

３
月
30
日［
金
］

▲表彰を受けられた皆さん
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

3

4

　

消
防
協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
市
役
所
消
防
本

部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。３
月
20
日
、午
後
７
時
ご
ろ

に
加
治
町
で
建
物
火
災
が
発
生
。冨
田
和か

ず
の
り典
さ
ん

（
加
治
町
）と
そ
の
家
族（
資も
と
こ子
さ
ん
、栞か
ん
な奈
さ
ん
、

栞し
お
り里
さ
ん
）、冨
田
晃て
る
お生
さ
ん（
加
治
町
）に
よ
る
初

期
消
火
で
、被
害
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、消
防
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

的
確
な
初
期
消
火
に

感
謝
し
ま
す
！

４
月
10
日［
火
］

▲感謝状を受け取った冨田和典さん（写真左）と冨田晃生さん（写真右）

　
﹁
愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
パ
ー
ト
24
﹂

や
し
の
実
対
面
式
が
日
出
園
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。島
崎
藤
村
の
叙
情
詩「
椰
子
の
実
」を
再
現
し

よ
う
と
、昨
年
６
月
に
石
垣
島
か
ら
投
流
し
た
や

し
の
実
１
０
１
個
の
う
ち
、３
個
が
鹿
児
島
県
と

宮
崎
県
の
海
岸
な
ど
に
漂
着
。そ
の
う
ち
抽
選
で

選
ば
れ
た
や
し
の
実
オ
ー
ナ
ー
と
、拾
っ
た
方
の

２
組
が
招
待
さ
れ
、や
し
の
実
を
通
じ
た
縁
で
、対

面
を
果
た
し
ま
し
た
。

黒
潮
が
運
ぶ

す
て
き
な
出
会
い

４
月
７
日［
土
］

▲参加した皆さん【写真：左２番目から田中稔さん（長崎県西彼杵郡）、田中マユミさん（東京都品川区／やしの実
　オーナー）、林芳彦さん（長野県下伊那郡／やしの実オーナー）、池之上幸造さん（鹿児島県肝属郡）】
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田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
河
合
完
治
さ

ん
（
野
田
町
）
の
任
期
が
満
了
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
２
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に

河
合
完
治
さ
ん
（
野
田
町
）
が
、
委
員
長

職
務
代
理
者
に
中
川
和
文
さ
ん（
堀
切
町
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
は
、
市
職
員
の
利
益
の
保

護
と
公
正
な
人
事
権
の
行
使
を
保
障
す
る

た
め
に
、
市
長
そ
の
他
の
任
命
権
者
か
ら

独
立
し
た
地
位
を
有
す
る
機
関
で
す
。

▪
職
務

◦
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
措
置
の
請
求
を
審
査
・
判
定

し
、
必
要
な
措
置
を
と
る

◦
職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い

て
の
不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
裁
決
ま

た
は
判
定
を
す
る

◦
そ
の
ほ
か
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る
な
ど

　

人
権
擁
護
委
員
に
法
務
大
臣
か
ら
廣
中

眞
知
子
さ
ん
（
田
原
町
）
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、鈴
木
敏
代
さ
ん
（
加
治
町
）

が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
保
育

士
資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で　

▼
勤
務
場
所
＝
市

内
保
育
園　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
②
午
後
３
時
15
分
～
６
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
１
１
０
０
円　

▼
申
し
込

み
＝
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
自
分
の

家
族
は
自
分
で
守
る
。
自
分
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
防
災
・
減

災
活
動
で
活
躍
し
て
い
る
方
や
興
味
の
あ

る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
全
４
回
受
講
可

能
な
方　

▼
期
日
／
内
容
＝
表
の
と
お
り

▼
時
間
＝
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
場

所
＝
田
原
文
化
会

館
ほ
か　

▼
定
員
＝

２
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月

31
日（
木
）ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
そ
の
他
＝
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
修
了
し
た
方

に
、修
了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

　

22
局
０
１
８
０

河合完
か ん じ

治さん

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

田
原
市
臨
時
職
員

（
臨
時
保
育
士
）

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生

期日 内容

6／9土

「田原市の防災対策について」
講師＝田原市消防本部

「歴史から見る田原市の地震災害」
講師＝愛知大学名誉教授　藤田 佳久氏

7／7土

「大災害！その時トイレはどうする？」
講師＝日本トイレ協会メンテナンス研究会

「台風災害に備える」
講師＝名古屋地方気象台

12／1土

「３．１１の現場」
講師＝陸上自衛隊第１０特科連隊

「自分できる家具固定～家具固定の大切さ～」
講師＝たくみ設計室　鈴木 啓之氏

H25／3／3日

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区

未定
講師＝危機管理教育研究所　国崎 伸江氏

※内容は変更する場合があります。

■田原市防災カレッジ

人
権
擁
護
委
員
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
（
先

着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
希

望
コ
ー
ス
・
テ

キ
ス
ト
希
望
の

有
無
を
明
記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受

講
中
・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、

同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
「
だ

れ
も
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
ま
ち
」
を

実
現
す
る
た
め
、『
田
原
市
地
域
公
共
交

通
戦
略
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
地
域
公
共
交
通
の
課
題
を
整
理

し
、
戦
略
計
画
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、
検
討
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
任
期
＝
約
２
年

間　

▼
活
動
内
容
＝
年
約
４
回
開
催
の
会

議
（
原
則
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
）
へ
出

席　

▼
報
酬
＝
会
議
出
席
１
回
に
つ
き

５
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
書
類
選
考

▼
申
し
込
み
＝
５
月
10
日
（
木
）
～
６
月

11
日
（
月
）
の
期
間
に
、
市
民
協
働
課
に

あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送

に
て

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kotsubohan@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
主

催
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
に
は
苗
を
配
布
し
ま
す
。
９
月

上
旬
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ

れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ

の
重
さ
を
競
い
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
の
最
も
大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
は
59
・
１

㎏
で
し
た
。

▼
申
し
込
み
＝
５
月
11
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
に
て　

▼
苗
の
配
布
日
時
＝
５
月
14

日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
配

布
場
所
＝
田
原
農
業
改
良
普
及
課　

▼
定

員
＝
15
名
（
先
着
順
）
▼
配
布
本
数
＝
２

本　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
栽

培
に
は
１
株
に
つ
き
50
㎡
（
例
：
縦
７
ｍ

×
横
７
ｍ
）
以
上
の
面
積
が
必
要

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22
局
０
３
８
１

　

家
庭
に
お
け
る
介
護
の
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
・
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
期
日
／
内
容
＝
︻
６
月
１
日
︵
金
︶︼

食
生
活
か
ら
介
護
予
防
を
考
え
る
︻
６
月

５
日
︵
火
︶︼
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老

化
予
防
）
の
た
め
に
で
き
る
こ
と　

▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

▼
場
所
＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
25
日（
金
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

はじめてのパソコン入門
6／5㊋・7㊍・12㊋・14㊍

13:30～16:30 無料
6／17日・24日・7／1日・8日

はじめてのインターネット
電子メール 6／19㊋・21㊍ 　9:30～11:30 無料

文書作成初級
6／17日・24日・7／1日・8日 　9:30～11:30

1,000円
6／19㊋・21㊍・26㊋・28㊍ 13:30～15:30

表計算初級 6／5㊋・7㊍・12㊋・14㊍ 9:30～11:30 1,000円
※パソコンの環境　OS：Windows Vista　　使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007
Excel2007、IBMホームページビルダー13

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

田
原
市
地
域
公
共
交
通
戦
略

計
画
等
検
討
会
委
員

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者

家
庭
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
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現
在
、
造
成

中
の
宅
地
分
譲

地
（
大
久
保
地

区
）
の
愛
称
募

集
に
多
数
の
ご

応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

選
考
の
結
果
、
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
緑
あ

ふ
れ
る
大
久
保
地
区
宅
地
分
譲
地
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

※
分
譲
に
関
す
る
情
報
は
決
定
し
だ
い
、

広
報
た
は
ら
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
愛
称
＝
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
大
久
保

▼
応
募
者
＝
大
場
貴
子
さ
ん（
大
久
保
町
）

※
同
愛
称
応
募
者
３
名
の
中
か
ら
抽
選
で

決
定　

▼
応
募
総
数
＝
１
９
２
件　

▼
そ

の
他
＝
参
加
賞
（
20
名
）
の
当
選
者
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
７　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
７
月
８
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類

＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
申
し
込

み
＝
①
５
月
28
日（
月
）～
６
月
６
日（
水
）

の
期
間
に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防

署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
（
５
月
14

日
配
布
開
始
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
郵
送
②
５
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
～

６
月
３
日
（
日
）
午
後
５
時
の
期
間
に
㈶

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

）

に
て　

▼
そ
の
他
＝
今
回
の
事
前
講
習
会

は
、
豊
橋
市
内
で
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
テ

キ
ス
ト
販
売
、
事
前
講
習
会
な
ど
に
つ
い

て
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
の
連
動
地
震
。
耐
震
補
強
が
さ
れ
て

い
な
い
住
宅
で
は
、
建
物
が
倒
壊
す
る
危

険
ば
か
り
か
、
倒
壊
し
た
住
宅
が
通
路
を

ふ
さ
ぎ
、
津
波
か
ら
の
避
難
の
支
障
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を

設
け
て
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

お
住
ま
い
の
木
造
で
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
築
し
た
住
宅
が
、
地
震
に
強
い
か

ど
う
か
を
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
助
成

　

無
料
耐
震
診
断
で
安
全
で
な
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
の
補
強
設
計
を
す
る
場
合
、

最
大
15
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
助
成

　

補
強
設
計
に
基
づ
い
て
工
事
を
行
う
場

合
、
最
大
１
３
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
額
は
所
得
や
診
断
結
果
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

▪
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

　

無
料
耐
震
診
断
で
安
全
で
な
い
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
に
高
齢
者
や
障
害
者
が

い
る
場
合

部
分
的
に
補

強
し
た
り
、

防
災
ベ
ッ
ド

を
置
い
た
り

す
る
な
ど
、

安
全
が
確
保

で
き
る
対
策

に
最
大
30
万

円
を
補
助
し

ま
す
。

▪
そ
の
他

　

木
造
住
宅
以
外
の
建
物
の
診
断
や
改
修

工
事
へ
の
補
助
や
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
や
改
修
に
も
補
助
を
し
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
申
し
込
み
な

ど
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
28
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

宅
地
分
譲
地（
大
久
保
地
区
）の
愛
称

「
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
大
久
保
」に
決
定

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

ご
自
宅
の
耐
震
化
に

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲助成対象となる筋交いなどの簡易補強や防災ベッド
　（イメージ）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
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■ 田原を美しくする
推進デー

◉６月３日（日）／雨天決行
※地区によっては、実施日が異なる場合があります。時間・集合
場所などは、各地区でご確認ください。

道路や公園など公共的な場所に捨てられているごみ
を拾い、清潔で魅力ある地域の創造を目指します。「き
れいな街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さん
ぜひご参加ください。

拾い方
６分別で拾ってください。
・アルミ缶＝白袋
・スチール缶＝青袋
・ビン＝白袋
・ペットボトル＝青袋
・もやせるごみ＝市指定袋
・もやせないごみ＝市指定袋

▶田原を美しくする会事務局（清掃管理課内）
☎２３局３５３８

　
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
と
比
較
し
て
、
審
査
や
維
持

に
か
か
る
費
用
が
安
く
、
容
易
に
取
り
組

め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
の
認
証
取
得
に
市
内
事
業
所
の
皆

さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内

に
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業　

▼
日
時
＝
６
月

12
日
（
火
）
午
後
２
時
～

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
研
修
室

▼
内
容
＝
①
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
特
徴

と
仕
組
み
に
つ
い
て
②
認
証
と
登
録
方
法

に
つ
い
て
③
田
原
市
内
の
登
録
第
１
号
事

業
所
に
よ
る
講
話　

▼
定
員
＝
30
名
（
先

着
順
）　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
エ
コ
エ
ネ
推
進
課
に
あ
る
申
込
用
紙（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

田
原
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る
利
用

と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
田

原
市
土
地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行

為
を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
と

の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▪
開
発
行
為
と
は

　

住
宅
用
地
、
工
場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用

地
な
ど
の
造
成
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の

採
掘
、
水
面
の
埋
立
て
ま
た
は
干
拓
、
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
廃
棄
物
の
埋
立
て
、
そ
の
ほ
か
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
を
指
し
ま
す
。

▪
面
積
要
件
は

◦
対
象
と
な
る
の
は
、
開
発
区
域
の
面
積

が
３
０
０
０
㎡
以
上
１
万
㎡
未
満
の
開

発
行
為
で
す
。

◦
１
万
㎡
以
上
の
場
合
は
、﹁
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
係
る
指
導
要
綱
﹂
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
契
約
前
ま

た
は
契
約
後
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
出

　
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
公
有
地
の
先
行

取
得
を
目
的
と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
内
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
取
引　

▼
届

出
す
る
人
＝
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る

人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売
買
契
約
を
行

う
前
（
一
定
期
間
契
約
行
為
が
制
限
さ
れ

ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
出

　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
地
価
の
高
騰
な
ど
を
抑
え
、
土
地
の

適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
の
促
進
を
目
的

と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た
は
市
街
化

調
整
区
域
に
属
す
る
５
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
の
取
引　

▼
届
出
す
る
人
＝
土
地
を

譲
り
受
け
た
人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売

買
契
約
後
２
週
間
以
内

※
ど
ち
ら
の
届
出
も
、
ま
と
ま
っ
た
一
体

的
な
土
地
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す
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農
業
者
の
担
い
手
づ
く
り
を
展
望
し
、

豊
か
な
人
間
性
と
創
造
力
に
満
ち
た
明
日

の
農
業
を
担
う
人
材
を
育
成
、
確
保
す
る

施
策
の
取
り
組
み
に
対
し
、
そ
の
実
施
に

必
要
と
な
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
①
農
業
生
産
に

携
わ
る
農
業
者
な
ど
の
３
名
以
上
で
計
画

し
た
研
修
事
業
を
行
う
方
②
農
業
の
後
継

者
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
担
い
手
育
成
支

援
事
業
計
画
の
提
案
事
業
を
行
う
方

▼
対
象
事
業
＝
農
業
者
の
担
い
手
づ
く
り

施
策
の
取
り
組
み
の
提
案
に
対
し
、
地
域

農
業
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る
提
案
事
業
を

審
査
し
、
そ
の
実
施
に
必
要
と
な
る
事
業

▼
補
助
額
＝
提
案
事
業
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
30
万
円
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農
地
へ
の

堆
肥
投
入
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
堆
肥
を

投
入
し
た
場
合
、
近
隣
の
住
宅
や
観
光
施

設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の
苦
情
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

堆
肥
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
、
生
活

環
境
の
保
全
と
水

質
汚
濁
な
ど
の
防

止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
悪
臭
が
発
生
す
る
よ
う
な
堆
肥
を
使
用

せ
ず
、十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な
い

堆
肥︵
完
熟
堆
肥
︶を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す
ぐ
に
鋤

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬
入
後
、
雨
天
に

よ
り
鋤
き
込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い

よ
う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
特
に
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に

施
肥
す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分

配
慮
し
、
悪
臭
、
粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど

の
害
虫
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
過
剰
な

堆
肥
投
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
森
林

の
保
護
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
薬
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
実
施
に
お
い
て
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
こ
の
薬

剤
散
布
に
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
場
合

は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
＝
５
月
29
日
（
火
）
午
前
５

時
～
10
時
ご
ろ　

※
雨
天
、
強
風
な
ど
の

場
合
は
延
期　

▼
散
布
区
域
＝
中
山
町
ほ

か
（
西
ノ
浜
一
帯
の
森
林
、
区
域
に
は
境

界
標
識
を
設
置
し
ま
す
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
、
公
共
下
水
道
な
ど
に
接
続
す

る
場
合
は
、
田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
㈱
菅
原
設
備

☎（
０
５
６
７
）24
局
１
７
４
３

◦
大
真
設
備

☎（
０
５
３
２
）87
局
４
０
７
０

▪
廃
止

◦
平
井
組
㈱
︵
排
水
設
備
指
定
工
事
店
︶

◦
㈲
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
で
は
、「
通
常
郵

便
は
が
き
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
Ａ
判
定
も
し
く
は
１
度
・
２
度

の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

▼
枚
数
＝

１
人
20
枚　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
対

象
と
な
る
手
帳
を
提
示
し
、
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・
番
号
・
等
級

を
記
載
の
う
え
郵
送

▼
郵
便
事
業
株
式
会
社
田
原
支
店

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
９　

住
所
不
要
）

☎
22
局
２
６
０
３

農
業
者
担
い
手
育
成
支
援

補
助
金
制
度

堆
肥
投
入
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
る

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
を

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加
・
廃
止

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）を
予
防
す
る
た
め
の
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
受
診

券
を
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
︻
特
定
健
診
︼
40
歳
～
74
歳
の

方
︻
後
期
高
齢
者
健
診
︼
75
歳
以
上
の
方

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）　

▼
持
ち
物
＝
受
診
券（
特
定
健
診
は
黄
色
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
桃
色
）、
保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

に
、
表
に
あ
る
協
定
保
養
所
を
宿
泊
利
用

す
る
場
合
、
１
人
１
泊
に
つ
き
１
０
０
０

円
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
宿
泊
分

に
対
し
、全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で
）

を
助
成
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
協
定
保
養
所
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み

の
際
に
「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
宿
泊
当
日
に
、
利
用
さ
れ
る
保
養

所
の
窓
口
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

を
提
示
し
、利
用
カ
ー
ド
の
交
付
（
押
印
）

を
受
け
る
と
、
精
算
時
に
通
常
料
金
に
対

し
１
０
０
０
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５
局
１
２
０
５

６
月
か
ら「
特
定
健
診
」「
後
期
高

齢
者
健
診
」が
始
ま
り
ま
す

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

協
定
保
養
所
利
用
助
成
事
業

所在地 協定保養所名 問い合わせ先

犬山市 レイクサイド入鹿 ☎（0568）67 局 3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ☎（0594）42 局 3330

東浦町 あいち健康プラザ ☎（0562）82 局 0235

田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35 局 1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68 局 4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62 局 0100

■協定保養所一覧

便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。
また、電話予約による証明書の時間外交付は下記をご覧ください。

▼ 市民課 ☎２３局３５１１

▼ 税務課 ☎２３局３５０９

▼ 渥美支所市民生活課
　　　　 ☎３３局１１１２

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届出書受領

■   市役所時間外窓口を開設しています
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階）

◦お問い合わせ◦
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◉電話予約による証明書の時間外交付について
　事前に下記時間帯に電話で予約することにより、平日の時間外や土・
日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ることができます。ぜひご利用くだ
さい。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号を
お聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書、所得証明書、課税証明書、評価証明書、公課
証明書、所有証明書、家屋課税証明書、無資産証明書、名寄帳

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書、納税証明
書、所得証明書、課税証明書、評価証明書、公課証明書、所有証
明書、家屋課税証明書、無資産証明書、名寄帳

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同居の親族

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）、渥美支所宿直室
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美支所は土・日曜日、祝日のみ
交付のときに必要なもの
◦本人であることが確認できるもの

（運転免許証、パスポート、住基カード［写真付
き］など）

◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料



　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
か
ら
６
月
６
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
禁
煙
週
間
」
で
す
。
未

成
年
者
の
喫
煙
防
止
や
受
動
喫
煙
防
止
の

推
進
に
向
け
て
、
全
国
で
た
ば
こ
対
策
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
多
く
の

疾
患
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

依
存
性
が
高
く
、
長
年
喫
煙
し
て
い
る
と

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
く
な
る
う

え
、
吸
っ
て
い
る
本
人
だ
け
で
な
く
周
り

の
人
の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

考
え
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
相
談
内
容
＝
①
い
じ
め
、
体
罰
、
暴
行
、

虐
待
、
差
別
を
受
け
た
②
名
誉
き
損
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け
た
③
セ
ク
シ
ュア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

た
な
ど　

▼
相
談
受
付
＝
月
～
金
曜
日
／

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◦
相
談
専
用

☎
０
５
７
０（
０ゼ

ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
）１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

来
年
度
に
高
等
学
校
入
学
予
定
で
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
説
明
会
を
行
い

ま
す
。
希
望
の
方
は
、
直
接
電
話
で
学
校

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
豊
橋
養
護
学
校
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▼
期
日
＝
６
月
７
日
（
木
）　

▼
対
象
＝

手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
川
養
護
学
校
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▼
期
日
＝
５
月
16
日
（
水
）・
17
日
（
木
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん　

▼
そ
の
他
＝
７

月
25
日
（
水
）
に
入
学
相
談
会
を
実
施

▪
豊
川
養
護
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
０
５
１
５

▼
期
日
＝
６
月
４
日
（
月
）　

▼
対
象
＝

知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒

に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

　

22
局
３
８
１
１

　

３
・
４
・
22
号
田
原
中
央
線
の
事
業
計

画
の
変
更
認
可
に
か
か
る
図
書
を
都
市
計

画
法
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課
（
市
役

所
北
庁
舎
２
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

自
動
車
税
は
自
動
車
を
、
軽
自
動
車
税

は
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
用
作
業
車
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
含
む
）
を
、
４
月
１
日

現
在
お
持
ち
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

対
象
の
方
へ
、
５
月
中
旬
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、５
月
31
日
（
木
）

の
納
期
限
ま
で
に
納
税
通
知
書
に
記
載
し

東
三
河
都
市
計
画
道
路
事
業

て
あ
る
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
継

続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
証
明
書
は
、
車

検
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
５
１
２
５

▪
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
19
日
、
伊
良
湖
岬
仏
教
会
様
か
ら

和
地
・
堀
切
・
伊
良
湖
小
学
校
、
伊
良

湖
岬
中
学
校
の
教
育
向
上
の
た
め
、
金

38
万
１
４
４
１
円
。

▼
平
成
23
年
度
中
、
愛
知
み
な
み
農
業
協

同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
中
神
享
三
様

か
ら
交
通
事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、交
通
安
全
普
及
車
２
台
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
27
台
、
救
急
訓
練
人
形
１
体
、
道

路
照
明
灯
機
材
５
基
（
金
１
５
０
０
万
円

相
当
）。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
は

５
月
31
日（
木
）ま
で

人
権
に
関
す
る
お
悩
み

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

５
月
31
日
は「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

県
立
養
護
学
校
高
等
部

学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～5/3木
やしの実対面式

ごみ減量にご協力を

5/4金～5/17木
市民緑花まつり

グリーンメッセージにでかけよう

5/18金～5/31木
市民協働まちづくり事業補助金
公開審査会
地震津波対応避難訓練（堀切小）

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

祝

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/

祝
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
５
月
26
日
圡
・
27
日
㊐　

田
原
凧
ま
つ
り

　

昭
和
24
年
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
こ
の

大
会
は
今
回
で
52
回
目
。
ぜ
ひ
間
近
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▪
初
凧

日
時
▼
５
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
▼
ト
ヨ
タ
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
体
育

館
・
芝
生
広
場

▪
け
ん
か
凧

※
雨
天
時
は
、６
月
３
日
︵
日
︶
に
延
期

日
時
▼
５
月
27
日

（
日
）
午
前
８
時

30
分
～

場
所
▼
田
原
市
総

合
体
育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知

凧
を
田
原
文
化

会
館
に
展
示（
５
月
15
日
㊋
～
23
日
氺
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
☎
22
局
７
３
３
７

◉
６
月
３
日
㊐　

田
原
市
音
楽
祭

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

◉
５
月
11
日
㊎

講
座
﹁
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
﹂

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
１

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

▪
学
生
の
部

時
間
▼
午
前
10
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

出
演
▼
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
、渥
美
農
業

高
等
学
校
・
成
章
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

▪
一
般
の
部

時
間
▼
午
後
３
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

客
演
▼
小
野
梅
香
（
フ
ル
ー
ト
）、
増
田

達
斗
（
ピ
ア
ノ
）

出
演
▼
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
、
渥
美
混
声

合
唱
団
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市

吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

◉
６
月
６
日
氺

金
融
教
育
講
座

～
契
約
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議

室
内
容
▼
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
に
関
す
る
知
識

を
学
ぶ

講
師
▼
愛
知
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

●レーダー塔から神島を望む

５／12
圡

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

伊勢湾海上交通センター
施設一般公開

　５月 12 日の「海上保安の日」にあわせ、海上保
安庁の役割と活動をより理解していただくために、
施設を一般公開します。

◎日時＝５月 12 日（土）午前 10 時～午後３時（受
付は午後 2 時 30 分まで）　◎場所＝伊勢湾海上交
通センター（伊良湖町）　◎内容＝海上保安業務説
明、屋上開放、制服の試着、ペーパークラフト作成、
管制室レーダー見学など　◎見学料＝無料　◎申し
込み＝不要。当日、直接会場へお越しください。
※天候などにより中止する場合があります。

▶海上保安庁　伊勢湾海上交通センター
☎３４局２７００　 ３４局２７０４
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◉
６
月
15
日
㊎

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み 

健
康
会
議
２
０
１
２

～
睡
眠
は
最
大
の
休
養
～

時
間
▼
午
後
１
時
～
（
午
後
０
時
30
分
受

付
開
始
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
健
康
講
話
【
演
題
︼
ぐ
っ
す
り
眠
っ

て
ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
る
︻
講
師
︼
三
橋
美

穂
氏
（
快
眠
セ
ラ
ピ
ス
ト
）、健
康
相
談
、

健
康
チ
ェッ
ク
コ
ー
ナ
ー
（
血
管
年
齢
・足

型
測
定
ほ
か
）

定
員
▼
１
５
０
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
６
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
（
当
日
参
加
も
可
）

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
来
場
者
に
は
記
念
品
あ
り

▼
保
険
年
金
課
☎
23
局
２
１
４
９

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
生
活
相
談
課

☎
24
局
０
１
５
３

◉
６
月
24
日
㊐　

声
楽
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
心
優
し
い
日
本
の
歌 

世
界
の
歌
﹂

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
伊
藤
潤
（
テ
ノ
ー
ル
）、
新
居
佐

和
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
福
山
出
（
バ
リ

ト
ン
）、
石
橋
佳
子
（
ピ
ア
ノ
）

料
金
▼
一
般
︻
前
売
販
売
︼
２
０
０
０
円

︻
当
日
︼
２
５
０
０
円
／
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
田
原
・
赤
羽
根
文
化
会
館
、

渥
美
文
化
会
館（
土
・
日
曜
、祝
日
）、

渥
美
支
所
地
域
課（
平
日
）な
ど
で
販
売

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

5月10日㊍・6月14日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1 階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　 23局3545

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館	☎22局6061	　22局6455
赤羽根文化会館	☎45局3939	　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝）	☎33局1000	　34局1010
渥美支所地域課（平日）	☎33局1111	　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

井上あずみ＆ドリーミング
ファミリーコンサート
　『天空の城ラピュタ』『となりのトトロ』など日本が世界に誇るジブリ
映画を、澄み切った歌声と確かな歌唱力で彩る歌姫、井上あずみさ
んと、テレビアニメ『それいけ！アンパンマン』の主題歌を歌う双子姉
妹ユニット、ドリーミングのファミリーコンサートです。ゲストとして、Ｎ
ＨＫ『みんなのうた』で『６さいのばらーど』が好評な井上あずみさん
の愛娘、ゆーゆも出演します。ぜひ親子、３世代でお楽しみください。

日 時　7月28日（土）午後2時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館 文化ホール
入 場 料　1,500円　当日2,000円
　　　　　　※3歳以上有料、3歳未満児の着席も有料
チ ケ ッ ト　6月3日（日）午前9時から渥美文化会館で前売

り開始（整理券配布なし）

7/28 土 

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

全席指定

▲井上あずみ ▲ドリーミング
ＣRights inn

今回は、台風の影響により中止になった2011年大会の登録選手を優先募集
していました。優先枠が確定しましたので、一般募集を行います。

◉申込期間：5月1日（火）～13日（日）

◉募集人数：Aタイプ（84.7km）＝１９４名、Bタイプ（51.1km）＝144名
　※申込者多数の場合は抽選で決定

◉申込先：　 http://www.mspo.jp/irago
※詳しくはお問い合わせください。

▼トライアスロン伊良湖大会実行委員会事務局
☎（０５２）２３９局１２３３　（土・日曜、祝日除く/午前10時～午後４時）

2012トライアスロン伊良湖大会 9/9日
開催

今回は、台風の影響により中止になった2011年大会の登録選手を優先募集

2012トライアスロン伊良湖大会2012トライアスロン伊良湖大会
参加者募集！！
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し
っ
か
り
食
べ
て　

元
気
に
長
生
き

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
毎
日
の
食
事
を
お

い
し
く
と
っ
て
い
ま
す
か
。
食
べ
る
こ
と

で
体
力
や
免
疫
力
が
維
持
さ
れ
、
元
気
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
項
目
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

健
診
な
ど
で
健
康
状
態
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
食
生
活
の

改
善
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

❖
や
せ
て
い
る

❖
半
年
で
体
重
が
２
～
３
㎏
減
っ
た

❖
食
べ
る
量
が
減
っ
た

▪
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

　

高
齢
者
の
食
事
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

た
ん
ぱ
く
質
が
特
に
重
要
で
す
。
栄
養
が

偏
ら
な
い
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

1
肉
と
魚
は
１
対
１
の
割
合
で

　

魚
を
好
む
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
肉

に
は
た
ん
ぱ
く
質
や
鉄
分

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

2
１
日
１
回
は
、
油
を
使
っ
た
料
理
を

　

脂
肪
は
、
細
胞
膜
な
ど
を
作
る
材
料
に

な
り
ま
す
。
炒
め
物
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
で
油
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

3
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
る

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
で
、
献

立
が
単
調
で
な
く
な
り
ま
す
。

4
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
材
を
選
ぶ

　

海
藻
、
根
菜
、
果
物
な
ど
食
物
繊
維
の

多
い
物
を
選
ぶ
こ
と
で
、
便
秘
予
防
に
な

り
ま
す
。

5
酢
や
香
辛
料
を
使
っ
て
減
塩
に

　

味
覚
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
た

め
、
味
付
け
が
濃
く
な
り
が
ち
で
す
。
塩

分
を
取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
酢
や
香
辛
料

を
使
っ
て
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

6
規
則
正
し
い
食
事
の
リ
ズ
ム
で

　

空
腹
は
最
良
の
調
味
料
で
す
。
次
の
食

事
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
、
規
則
正
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

▲ごはん、みそ汁、漬物だけ
の簡素な食事にならないよ
う、バランスの良い食事に
しましょう

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
６月１３日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター

５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

６月２０日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
６月　８日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）６月　４日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

●インフォメーション

月　日 当直医 電話番号

5月3日（木・祝）
第2国見医院 ☎23局2302
青木歯科クリニック ☎33局1139

5月4日（金・祝）
昭和医院 ☎32局3749
すずき歯科 ☎23局0033

5月5日（土・祝）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
おおかわ歯科 ☎22局4182

5月6日（日）
丸山医院 ☎33局0313
惣卜歯科医院 ☎45局2066

5月13日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

5月20日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
花井歯科医院 ☎23局1661

月　日 当直医 電話番号

5月27日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
歯科尾崎医院 ☎22局0684

6月3日（日）
岡田医院 ☎37局0001
清栄歯科クリニック ☎33局0657

6月10日（日）
山本医院 ☎45局2203
赤石歯科クリニック ☎23局7300

6月17日（日）
宮木内科 ☎23局0232
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
山内歯科医院 ☎23局1525

6月24日（日）
河合医院 ☎22局6133
森下歯科医院 ☎32局2700

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
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6月 ▼4日月、8日金、11日月、18日月、25日月中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『図書館ラクダがやってくる
  　子どもたちに本をとどける世界の活動』
マーグリート・ルアーズ/著　
さえら書房

ケニヤの移動図書館はなんとラ
クダが運んできます。船や自転
車の国もありますよ。

『移動祝祭日』
ヘミングウェイ/著
新潮社

青春を過ごした街は移動する祝祭
日…。文豪が振り返る哀しくも美
しいパリの日々。

5月 ▼１日火、7日月、11日金、14日月、21日月、28日月
※特別整理期間
　中央図書館は５月22日火～25日金、赤羽根図書館は５月29
　日火～30日水、渥美図書館は５月30日水～６月１日金まで休館

●中央図書館
　一　般 ▼５月12日土～６月７日木　　「１＋１＝？」
　子ども ▼５月20日日まで　　　　　　「みんながよんだ本 ～10年間のベストリーダー～」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼５月12日土～６月７日木　　「おもいっきり泣いてみる」
　子ども ▼５月12日土～６月７日木　　「おひさま」
●渥美図書館
　一　般 ▼５月12日土～６月７日木　　「宇宙」
　子ども ▼５月12日土～６月７日木　　「のりものにのろう」

◎『いずみ号書庫』
市内の小学校を巡回
する移動図書館車

「いずみ号」の本は、
中央図書館の書庫で
出番を待っていま
す。

　図書館では毎年、特別整理期間
という少し長めのお休みをしてい
ます。これは、資料の点検作業をす
る期間で、市民の財産である資料
を管理するために欠かせない仕事
です。

◉各館の特別整理期間
◦中央図書館　　 ５月22日火～５月25日金
◦赤羽根図書館　  ５月29日火～５月30日水
◦渥美図書館　　  ５月30日水～６月１日金

◉新しく入る雑誌
　特別整理期間後には新しく仲間入りする雑誌も
登場しますので、どうぞお楽しみに。今回は、その一
部をご紹介します。

【中央図書館】
『JAZZ JAPAN(ジャズジャパン)』･･･ジャズ
『チャイルドヘルス』･･･小児保健
『幽』･･･怪談文学
『ひとり暮らしをとことん楽しむ！』･･･インテリア
【渥美図書館】
『OZplus(オズプラス)』･･･女性ライフスタイル
『TURNS(ターンズ)』･･･田舎暮らし
『Wan(ワン)』･･･犬
『猫生活』･･･猫

◎特別整理期間のお知らせ
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　　　◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
日時◦５月16日氺 午前10時～
テーマ◦思いやりを受けて育つ心。
　　　　（愛の充電コミュニケー
             ション）

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
遊戯室でボールを使って遊ぼう！
日時◦５月19日土・20日日

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉工
こ う

作
さ く

 「色紙でスイーツや
　くす玉を折ってみよう！」
たくさん作って友だちと一緒に遊ぶ
ことができるといいね。
開催期間◦５月29日㊋～６月10日日
時間◦午後１時30分～
　　　※材料がなくなり次第終了
対象◦小学生以上
参加費◦10円

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

脚を腰幅に広げて、いす
の前に立つ。

息を吐きながら腿の裏
側に力を入れて、片ひ
ざをゆっくり曲げる。息
を吸いながらひざを緩
め、　と　を数回繰り
返す。

つま先を上に向け、かか
とをいすに乗せて立つ。

息を吐きながらゆっく
りと体を前に倒す。背筋
を伸ばしたまま、数回深
い呼吸を続ける。

生涯学習課　２３局3531

ひざと腰につながっている腿の裏の筋肉を鍛えた
り、ストレッチを行ったりすることで、腰やひざの
負担軽減につながります。深い呼吸とともに、腿の
裏側を意識をしながらゆっくり行ってみましょう。

いすを使った運動で腰痛・
ひざ痛予防！

１

１

２

２

３

４

4646

２

１

３

４

市内で潮干狩りに行きたいので
すが、どこで情報を見られます
か？

　　　　　　潮干狩りの情報は、リニューアルし

た渥美半島観光ビューローのホームページでご

覧いただけます。ホームページには、潮干狩りの

営業日や料金のほか、持ち物なども掲載してい

ます。また、アサリを使ったレ

シピなどもご紹介しています

ので、ぜひご覧ください。

●潮干狩りスポット　　
　　　http://www.taharakankou.gr.jp/special/
　shiohigari/

　 　 　 　 　

▼渥美半島観光ビューロー☎2３局３５１６

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

▲「お母さんとままごと」
　いろいろなオモチャで遊べるよ！

５ 月のお休み

１日火、７日⺼、14日⺼、21日⺼、
28日⺼

セ ン タ ー

◦お知らせ　
４月から市内の小学生以上の方
を対象に、緊急時連絡のための

「利用登録」を開始しました。登録
の際は、受付へお越しください。
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5

の今月　納税・使用料

納期限 木５月３１日

固定資産税・都市計画税
（全期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
と
○
○
○
村
（
長
野
県
上
伊

那
郡
）
は
、
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

２　

地
域
公
共
交
通
の
課
題
を
整
理
し
、

戦
略
計
画
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

田
原
市
○
○
○
公
共
交
通
戦
略
計
画
等

検
討
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

３　

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
、
連

合
会
・
校
区
○
○
○
○
○
○
協
議
会
・

地
区
自
治
会
の
代
表
者
の
方
々
と
、
地

域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
団
の
役

員
の
皆
さ
ん
を
、
２
・
３
頁
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

４　

今
月
の
ヘ
ル
シ
ー
ナ
の
健
康
○
○
○
○

Ｎナ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
で
は
、
高
齢
者
の
食
事
で
気
を

つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
５
月
21
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
４
月
号
の
答
え
】
ふ
っ
こ
う

（
応
募
総
数
52
通
中
、
正
解
51
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2

人身19件（51件）
負傷２4人（69人）
死亡0人（０人）
物損１55件（361件）

火災４件（13件）
救急210件（619件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗1件（6件）
乗物盗2件（１3件）
非侵入盗9件　（25件）

※（　）内の数字は平成2４年の累計

田原警察署だより

３月

田原警察署　 23局０１１０

◉地域ぐるみで犯罪から身を守りましょう

❖子どもたちを犯罪から守りましょう
　この時期は、卒業、入学、進級などに伴い、子
どもたちの生活環境が大きく変わる時期です。
「親子の対話を増やす」「携帯電話のフィルタリ
ング機能を活用する」「酒・たばこを手にしない
環境づくりに努める」など、地域ぐるみで子ども
たちを非行や犯罪から守りましょう。

❖「車上ねらい」にご注意下さい
　今年に入り田原市内では、「車上ねらい」の被
害が多発中です！ご注意下さい。
 ●被害に遭わないためのポイント
 ●カギを自ら携行・保管する
 ●車内に、現金やカバンなどの貴重品類を置い
たまま車から離れない

 ●車を駐車するときは必ず施錠する

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

35

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

4/20現在
96.6％

1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20

節水注意線
※節水注意線とは、
　この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）

日ごろの生活から、水を汚さないよう心がけましょう。
●市内5河川の水質調査結果

2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）
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お花見で、おだんごを食べ

るのが楽しみです。

自分の名前をデザイン
化し、文字の向きなどを
工夫して、黒い線の中に
隠すことができました。

評 評

縄跳びが、たくさん跳べるよ

うになったよ。

なわ　と　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　  ち    はや　　　　　

田原中部小学校６年

大谷小由姫さん
　　　　　 こ　 ゆ　 き

伊良湖岬保育園

渡會 颯くん（５歳）

大谷

    明
子

 先
生 伊良湖岬保育園

小久保千颯ちゃん（６歳）

筆の入り方が、すばらし
いです。一画一画に力
強さがあり、天空の雄
大さが表れています。

評 縄跳びが跳べるようになりましたね。友だち
と跳ぶ様子を、ダイナミックに描けました。

なわ　と　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも

　　　と　　　よう　す　　　　　　　　　　　　　　　　　 えが

　　　　

評 満開の桜に大きな虹が架かり、大好きな弟とお
花見を楽しもうという気持ちが伝わってきます。

まんかい　　　さくら　　おお　　　　 にじ　　　か　　　　　　だい　す　　　　おとうと

　はな　み　　　たの　　　　　　　　　　　　き　も　　　　　つた

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

デザイン画
習字

   　　はな　み　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　　　　 たの　

　 　　 はやて

田原中部小学校５年

村上ちひろさん
　　　　　 　 　　  

※３月に描いた作品です

※平成23年度に制作した作品です

本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.713 平

成
24

年
5

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

65,944人　総人口

33,294人　男性

32,650人　女性

21,842世帯世帯数

45人出生 72人死亡

312人転入 410人転出

－125人増減 ※増減は3月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２4年4月１日現在）

▼
陽
気
に
誘
わ

れ
、公
園
を
ふ
ら

ふ
ら
と
散
歩
。穏

や
か
な
気
候
の
中

で
花
や
緑
に
囲
ま

れ
て
い
る
と
、自
然
と
顔
が
ほ
こ
ろ

び
ま
す
。サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で

は
、咲
き
誇
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
の

中
で
、負
け
じ
と
無
邪
気
な
笑
顔
を

咲
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。そ
の
表
情

を
収
め
よ
う
と
、あ
れ
こ
れ
声
を
か

け
な
が
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
た
瞬
間
、

固
ま
っ
て
し
ま
う
子
も
。撮
影
に
慣

れ
て
き
た
と
は
い
え
、自
然
な
表
情

を
も
ら
う
の
に
は
ま
だ
ま
だ
苦
労
し

ま
す
。撮
影
が
終
わ
る
と
、い
つ
も
背

中
は
汗
だ
く
…（
Ｍ
Ｔ
）

▼
今
月
号
か
ら
広
報
チ
ー
ム
に
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。野
球
好
き

に
は
待
ち
望
ん
だ
球
春
到
来
、セ
パ

交
流
戦
も
楽
し
み
で
す
ね
。自
分
自

身
も
ル
ー
キ
ー
と
し
て
少
し
で
も
皆

さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

全
員
野
球
で
頑
張
り
ま
す
。（
Ｉ
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】姉
妹
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ（
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
）
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